
　

No.1

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

教員が授業でＩＣＴを有効に活用してい
ると回答した生徒の割合が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

授業の学習活動の中で「表現する力・伝
える力が向上した」と感じる生徒の割合
が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

３年次の全商検定１級３種目の取得者
が、

Ａ　１６０人以上である

Ｂ　１４０人以上である

Ｃ　１２０人以上である

Ｄ　１２０人未満である

評価：【　Ｃ　】

前期生徒による授業評
価アンケート
肯定評価の割合
全体　【６４】％
１年　【６７】％
２年　【６４】％
３年　【６０】％

　生徒の肯定的回答は、
昨年度とほぼ同程度の64%
であった。一方で、教員
対象のアンケートでは、
同様の項目で肯定的回答
が昨年度の66%から80%へ
と大幅に上昇している。
教員のＩＣＴ使用への意
識が高まっているもの
の、まだ結果に結びつい
ていない状況が見て取れ
る。

評価：【　Ｂ　】

前期教職員による学校
評価アンケート
肯定評価の割合
【７６】％

　観点別学習状況評価は
今年度新たに導入された
ばかりで、試行錯誤して
いるところである。３観
点をバランスよく評価で
きるよう、評価方法を工
夫、改善していきたい。

評価：【　Ｂ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定評価の割合
全体  【７７】％
１年　【７８】％
２年　【７４】％
３年　【８０】％

　肯定的回答が77％で昨
年度と同程度であった。
まだ、Ａ評価には届いて
いないので、引き続き、
授業だけでなく、金商デ
パート等の実践教育の
場、部活動でも表現力等
の育成に努めていきた
い。

【成果指標】
各学年でそれぞ
れの目標を持
ち、資格取得の
意欲が向上し、
取得につながっ
ている。

評価がＣ、Ｄ
の場合、指導
方法及び内容
を検討する。

　検定試験へ向けた生徒
の学習意欲を喚起すると
ともに、商業科の教員と
担任の連絡を密にとりな
がら補習授業等を行い、
生徒の資格取得を支援し
ていきたい。

④各種検定試験の取組
を通して学習意欲を
高める。商業科と情
報交換しながら、現
状把握を定期的に行
い、授業・補習・課
題をセットにした取
り組みを行う。

教務課
商業科
各教科

一昨年度の全商検定１級３種目以
上取得者数は１０６名であり、４
年連続で減少していた。昨年度は
１６１名となり合格者数は回復し
た。今後とも粘り強い指導を行
い、本年度も１６０人以上の合格
を目指したい。

前期、後期に
全生徒を対象
にアンケート
調査

②生徒の知識・技能や
思考力・判断力・表
現力、学習への積極
性を高めるための評
価を工夫・実践す
る。

教務課
各教科

アンケートにおいて「思考を深め
る授業を実践している」と回答し
た教職員の割合は、昨年度、８
８％であった。今年度は、思考力
などの学力を３観点ごとに評価す
る方法の確立に努めたい。

【努力指標】
生徒の知識・技
能、思考力・判
断力・表現力、
学習への積極性
を図るための評
価方法を工夫・
実践している。

生徒の知識・技能、思考力・判断力・表
現力、学習への積極性を図るための評価
方法を工夫・実践した教員の割合が、

評価がＣ、Ｄ
の場合、改善
策を検討す
る。

年間を通じて
調査

令和４年度　自己評価計画書（中間評価）
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重点目標 具体的取組

１ 新学習指導要領の
趣旨を活かした授
業実践に努めると
ともに、主体的・
対話的で深い学び
の実現と、資格取
得に向けたスキル
の習得とを両立し
た授業実践に取り
組む。

①生徒の主体性を引き
出し、学力の向上に
つなげるため、今年
度は特に、ＩＣＴの
有効な活用方法を考
え、授業において実
践する。

教務課
各教科

昨年度、アンケートにおいて「Ｉ
ＣＴを有効に活用した授業を実践
している」と回答した教職員の割
合は７７％、「教師が授業でＩＣ
Ｔを有効に活用している」と回答
した生徒の割合は６９％であっ
た。また、ＩＣＴの活用について
は教員間での個人差が大きい。今
年度から生徒全員に配付された
Chrome bookを含めて、ＩＣＴの有
効活用に努め、生徒の学習意欲の
向上を図りたい。

前期、後期に
教職員を対象
にアンケート
調査

③授業を中心に学校生
活全般を通じて、表
現する力・伝える力
を向上させ、社会の
即戦力として活躍で
きる人材を育成す
る。

教務課
各教科
各学年
特活指導課

本校は、社会の即戦力として活躍
できる人材の育成を目指してい
る。アンケートにおいて「表現す
る力・伝える力が向上した」と回
答した生徒の割合は、昨年度、７
９％であった。今年度は、すべて
の授業において表現力・伝える力
の育成に取り組み、Ａ評価を目指
したい。

【満足度指標】
授業の学習活動
の中で「表現す
る力・伝える力
が向上した」と
感じる生徒が増
加している。

評価がＣ、Ｄ
の場合、方法
及び内容を検
討する。

前期、後期に
全生徒を対象
にアンケート
調査

【満足度指標】
教員が授業でＩ
ＣＴを有効的に
活用している。

評価がＣ、Ｄ
の場合、授業
方法及び内容
を検討する。



No.2

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　８５％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

②

Ａ　１３０日以上である

Ｂ　１１０日以上である

Ｃ　　９０日以上である

Ｄ　　９０日未満である

③

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　６０％以上～８０％未満である

Ｃ　４０％以上～６０％未満である。

Ｄ　４０％未満である

　現時点で、遅刻ゼロの
日は３７日である。昨年
度は同時期に４０日、最
終的に１０３日でＣ評価
に終わった。遅刻の原因
は、基本的生活習慣が確
立されていないことであ
り、家庭の協力も必要で
ある。今後は、学年担任
団を通じて保護者とも連
絡を密にし遅刻者が減少
するよう努力したい。

　９月からSDGs講習会や
マナー講習会を含めた各
種講習会を行う予定であ
る。商業科目の授業で学
習したことだけでなく、
これらの内容も金商デ
パートの実施に生かせる
ようにしたい。

  現代社会では、従来伝
統的に重視されてきた
Receptiveな力（読む力・
聞く力）に加えて
Productiveな力（話す
力・書く力）へのシフト
が急速に加速しており、
各教員がそれぞれに試行
錯誤しながら、意欲的に
取り組んでいる。

評価：【  Ａ  】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
生徒  【９１】％
保護者【９２】％
教職員【９８】％

　肯定的評価は９割を超
える結果であった。しか
し、生徒・保護者の回答
状況を細かく見ると「だ
いたいあてはまる」の方
が「あてはまる」よりも
多く、今後は、生徒が
「質を伴った挨拶」をで
きるように集会・学校行
事等を通して指導してい
きたい。また、教員が率
先して挨拶を行うよう心
掛けていきたい。

基礎的な英語を使っ
ての実践的なプロダ
クティブ・スキル
（話す力・書く力）
に重点を置いたコ
ミュニケーション能
力の育成に取り組
む。

外国語科 授業では言語活動を重視してお
り、
ALTを活用したスピーキングテスト
を行ったり、英語で自分の意見を
書く問題を考査ごとに必ず出題し
たりしている。
本校生徒を含め、日本人は文法的
ミスをおかすことへの恐れから、
話したり書いたりすることに消極
的になる傾向が極端に強いため、
日頃の授業を通して、いかにその
意識を改善できるかが今後の重要
な鍵となってくる。

【成果指標】
年間の様々な取
り組みを通し
て、英語を使っ
てのコミュニ
ケーション能力
が向上したと生
徒自身が実感で
きる。

生徒の自己評価アンケートで、前述の能
力が「以前より向上した」と感じる生徒
の割合が、

【満足度指標】
金商デパートに
おいて商業科で
学んだ知識や技
術を生かせてい
る。

金商デパートにおいて、商業で学んだ知
識や技術を生かせたと感じる生徒の割合
が、

評価がＣ、Ｄ
の場合、授業
や考査のあり
方・内容を検
討

年度末に科と
しての独自ア
ンケート調査

２ ビジネスマナー教
育、実践教育、国
際理解教育、おも
てなし教育の更な
る充実に取り組
む。

④

マナー教育を含めた
総合的な商業教育実
践の場となっている
金商デパートに積極
的に取り組む。

特活指導課 金商デパートは、仕入、販売、管
理･運営など、実践的なビジネス教
育の場として位置付けられてい
る。アンケートで「学校で学んだ
ことを生かせた」と回答した生徒
の割合は、昨年度、９６％であっ
た。今年度も、特に商業で学んだ
知識や技術を実践に結び付けられ
るよう工夫していきたい。

【満足度指標】
相手の顔と目を
見てさわやか
な、相手に伝わ
る挨拶ができて
いる。

生徒が、「相手の目を見て、さわやかな
気持ちのこもった」挨拶をしていると評
価する割合が、生徒、保護者、教職員の
いずれにおいても、

評価がＣ・Ｄ
の場合、指導
方法を検討

前期、後期に
全生徒、保護
者、教職員を
対象にアン
ケート調査

生徒指導が主体とな
り、公安委員・生徒
会執行部と協力しな
がら遅刻０の徹底を
推進していく。

生徒指導課
特活指導課

昨年度は、事前に遅刻連絡がある
場合は遅刻扱いとしなかったが、
その連絡が滞りがちのため、結果
的に遅刻数が増えた。また、コロ
ナ関係での休校も多く登校日数が
減少した。その結果、年間の遅刻
ゼロは１０２日にとどまった。
「報・連・相の大切さ」「時間厳
守の大切さ」を啓発することで、
基本的生活習慣の確立をめざした
い。

【成果指標】
年間を通じて遅
刻をせず、始業
時間を守ってい
る。

遅刻０の日が年間を通じて、 評価がＣ・Ｄ
の場合、指導
方法を検討

年間を通じて
調査

評価がＣ・Ｄ
の場合、運営
方法を検討

金商デパート
終了時に、全
生徒にアン
ケート調査

石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

①相手の顔と目を見て
さわやかな、相手に
伝わる挨拶を日常的
に実践し、社会に貢
献できる生徒の育成
に取り組む。

生徒指導課
全学年

アンケートにおいて、「相手の顔
と目を見て、さわやかな気持ちの
こもった挨拶ができた」と回答し
た生徒の割合は、昨年度、全学年
で９２％であったが、教員の実感
としては、単に挨拶をするだけで
なく「相手の目を見る」「気持ち
をこめる」という質を伴っている
生徒はまだ少ないと思われる。

令和４年度　自己評価計画書（中間評価）



No.3

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である
Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

石川県立金沢商業高等学校

評価：【　Ｂ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
３年　【９４】％

評価：【　Ｄ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
２年　【６６】％
３年　【８６】％

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
１年：【８３】％

　昨年度は、進路ガイダ
ンスが中止になることも
あったが、今年度は予定
通り実施できている。ま
た、求人票の取扱いにつ
いてもネット上から閲覧
できるようにして利便性
を向上させた。今後は９
月からの採用試験に向け
て面接指導等に力を入れ
ていきたい。

　３年生には、複数回に
わたるガイダンスで進学
情報を提供し、担任団と
連携し指導を徹底してき
た。２年生の評価が低
かったのは、進路指導関
係の資料をまとめた『コ
ンパス金商』の説明と年
度当初に行った学力試験
の振り返り以外の進学行
事を行っていないためと
思われる。今後、担任団
と連携しながら、早期に
情報提供・指導を行って
いきたい。

　今年度は予定していた
進路行事がすべて実施で
きており、進路選択に向
けたコースや科目選択が
順調に進んでいる。しか
し、具体的な進学先や希
望職種を決めていない生
徒もまだ多いことから
キャリアパスポートや求
人票などを有効に活用し
て進路実現に向けた充実
を図っていきたい。

前期、後期
に、２・３年
生進学希望の
生徒を対象に
アンケート調
査

③１年生に対して、進
路ガイダンスや総合
的な探究の時間を通
じて、就職や進学に
ついての理解を深め
させ、進路への見通
しを持たせる。

進路指導課
１学年
２学年

アンケートにおいて「具体的な進
路希望を設定できている」と回答
した１年生の割合は、昨年度、８
０％で、２割の生徒が進路志望を
決め切れていない。将来への見通
しを持たせるため、早い段階から
企業調べやコース選択等のガイダ
ンスを充実させていくことが必要
である。

【成果指標】
１年生におい
て、希望する進
路に向けた具体
的な進路希望を
設定することが
できている。

進路の実現に向けて、具体的な進路希望
が設定できたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場
合、取り組み
を検討

前期、後期
に、１年生の
生徒対象にア
ンケートを調
査

３ 生徒の希望する進
路実現へ向けて、
各学年に応じた計
画的なキャリア教
育に取り組む。

①就職希望者に対し
て、企業ならびに同
窓生と連携を深め、
各種ガイダンス機能
の充実と希望企業へ
の実践的な面接指導
を実施し、進路実現
を図る。

進路指導課
（就職）
３学年

一昨年から雇用情勢は悪化してお
り、今年度もその傾向は続くと思
われる。また、コロナ禍の中、職
場見学や就職試験の傾向も変化し
てきている。その状況を踏まえ、
生徒の希望職種に進路が決定でき
るよう進路選択のガイダンスや就
職試験に向けた対策、面接指導等
の充実を図る必要がある。

【成果指標】
就職希望者にお
いて、進路実現
に向けて具体的
な取り組みがで
きている。

就職希望者において、ガイダンスや面接
指導を通じて希望の職種・業種への進路
実現を達成できたという生徒が、

Ｃ・Ｄの場
合、取り組み
を検討

前期、後期
に、３年生就
職希望の生徒
を対象にアン
ケート調査

②進学希望者に対し
て、ガイダンスや補
習を計画的に実施
し、早期から志望分
野・志望校への進学
意識を高める。

進路指導課
（進学）
２学年
３学年

アンケートにおいて「長期的な視
点を持ってしっかり取り組み、学
力を向上させることができた」と
回答した生徒の割合は、昨年度、
３年生が９５％、２年生は８
５％、全体として９０％であっ
た。今年度も３年生と２年生への
取組を併用して行うこととする。
早期からの準備が必要な分野も多
く、将来の見通しを立てるために
も正確な情報を伝達する体制の改
善に努めていきたい。

【成果指標】
進学希望者にお
いて、長期的な
視点を持って、
受験勉強に取り
組み、学力向上
に努めている。

進学希望者において、長期的な視点を
持って、受験勉強に取り組み、学力を向
上させることができたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場
合、取り組み
を検討

重点目標 具体的取組

令和４年度　自己評価計画書（中間評価）



No.４

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９部以上である

Ｂ　８部である

Ｃ　７部である

Ｄ　７部未満である

Ａ　５競技以上である

Ｂ　４競技以上である

Ｃ　３競技である

Ｄ　２競技以下である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ａ　９８％以上である

Ｂ　９５％以上である

Ｃ　９０％以上である

Ｄ　９０％未満である

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
１年【９９】％
２年【９９】％
３年【９８】％

　通常清掃は概ねうまく
機能しているが、部活動
に依頼している区域や監
督が手薄になっている区
域に課題が残る。分別が
不十分な場合も時折みら
れた。

評価：【　Ａ　】

前期教職員による学校
評価アンケート
肯定的評価の割合
【１００】％
<内訳>
あてはまる【２９】名
だいたい　【２２】名
あまり　　【０】名

　いじめの未然防止の取
組は、生徒が安心して学
校生活を送るための基盤
である。今後も肯定的評
価が100%を維持できるよ
う、教職員の意識・行動
を高めていきたい。

特活指導課 部活動単位など既存の学校組織で
ボランティアに取り組む事例はあ
るものの、個人的な活動は弱い。
学校全体としての啓発活動が必要
である。

評価：【　Ｄ　】

ベスト４以上
　　：【６】部

評価：【　Ａ　】

団体優勝
　　：【５】競技

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
全体【８４】％
１年【８６】％
２年【８０】％
３年【８５】％

　春季大会や総体におい
て、男女バレーボールが
優勝、バドミントンが準
優勝、女子バスケット
ボール、ハンドボール、
少林寺拳法部がベスト４
以上の成績を収めること
ができた。ベスト８で惜
しくも敗退の部活動もあ
るので新人大会に期待す
る。

　高文連商業部競技大会
において、珠算、電卓、
ワープロ競技で団体優勝
することができた。
　また、県高文連大会で
は競技かるたが団体優
勝、吹奏楽は中部日本コ
ンクール県大会で金賞を
受賞することができた。

　今年度も新型コロナウ
イルス感染症が終息せ
ず、ボランティア活動を
実施しづらい状況がある
が、部活動単位で学校周
辺の清掃などに取り組ん
でいる。生徒にボラン
ティア活動の意義を考え
させたりすることで意欲
を喚起し、更なる活動の
拡大につなげたい。

各種委員会･生徒会活動及びボランティ
ア活動に自主的に取り組んだ生徒の割合
が、

評価がＣ・Ｄ
の場合、活動
内容や取り組
み方を検討

前期、後期に
全生徒を対象
にアンケート
調査

評価がＣ・Ｄ
の場合、指導
を検討

前期、後期に
全生徒を対象
にアンケート
調査

⑤「石川県いじめ防止
基本方針」に則り、
いじめを起こさない
学校づくりに努め
る。

全教職員 いじめに関しては、調査で把握で
きる事案のみならず、重大事に至
るおそれのある潜在的な事案を事
前に察知することが大切である。
学年、相談課、保健課等関係機関
の連携を図り、未然防止に努めて
いきたい。

【努力指標】
いじめの未然防
止に向け、校内
巡視や情報の交
換・共有を意識
的に行ってい
る。

いじめの未然防止に向け、意識的に行動
をしている教員の割合が、

評価がＣ・Ｄ
の場合、啓発
活動などの改
善策を実施

前期、後期に
全教員を対象
にアンケート
調査

④校舎内の清掃をきち
んと行い、ゴミの分
別をきちんと行う意
識を全生徒が持ち、
自主的に行動するこ
とを目指す。

保健課 校内美化については、概ね良好な
状態を保てているが、トイレの清
掃及びゴミの分別について一層の
意識を高めることが必要である。

【成果指標】
美化委員及びト
イレの清掃係を
中心に清潔な環
境の維持に努
め、ゴミ分別の
意識を高めるこ
とができた。

清掃をきちんと行い、ゴミの分別をしっ
かりできる生徒の割合が、

石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

４ 心身の健康と豊か
な人間性の育成に
向けて、部活動、
特別活動等の更な
る充実に取り組
む。

①運動部の県大会にお
いて、優勝を目指
す。

特活指導課 男女バレーボール部の優勝や少林
寺拳法部の準優勝をはじめ、その
他６部の活動でベスト４以上の成
績を収めることができた。この成
績を維持していきたい。

【成果指標】
ベスト４以上の
部活動が、目標
を上回ることが
できた。

県大会でベスト４以上の運動部が、 評価がＣ・Ｄ
の場合、指導
を検討

大会報告書に
よる調査

②文化部・商業部の県
大会（総文･新人）に
おいて団体優勝が、
のべ４競技以上を目
指す。

特活指導課
商業科

商業部の大会で、電卓やワープロ
で団体優勝を収めることができ
た。また、競技かるたにおいても
団体優勝を収めることができた。
珠算・簿記・ＥＳＳで個人１位の
成績を収めている。今後は、これ
以上の成績を期待したい。

【成果指標】
団体での優勝
が、目標を上回
ることができ
た。

県大会（総文および新人）で団体優勝を
する競技が、延べ、

評価がＣ・Ｄ
の場合、指導
を検討

大会報告書に
よる調査

③各種委員会･生徒会活
動及びボランティア
活動等の充実と活性
化を目指す。

【成果指標】
各種委員会･生
徒会活動及びボ
ランティア活動
に自主的に取り
組めた。

令和４年度　自己評価計画書（中間評価）



No.５

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　０人である

Ｂ　１～１２人である

Ｃ　１３～２４人である

Ｄ　２５人以上である

重点目標 具体的取組

5 教職員の多忙化改
善に向けて、業務
内容の精選や遂行
方法の改善に取り
組む。

働き方改革の趣旨に
則り、業務改善に努
め、教職員の時間外
勤務時間の短縮に繋
げる。

全教職員 例年、１月当たりの時間外勤務時
間が８０時間を超える教員が、業
務繁忙時期に複数名見られ、昨年
度は年間のべ１１人いた。

評価：【　Ｃ　】

勤務時間調査
一か月の時間外勤務時
間が80時間超の教員数
４月：【８】人
５月：【４】人
６月：【４】人
７月：【５】人
８月：【１】人

計：【２２】人

【成果指標】
１月当たりの時
間外勤務時間が
８０時間を超え
る教職員数の削
減ができた。

１月当たりの時間外勤務時間が８０時間
を超える教職員の数が、年間で、延べ、

評価がＡ以外
の場合、対策
を検討

毎月の時間外
勤務時間記録
の集計結果

石川県立金沢商業高等学校

　時間外勤務時間80時間
超えの主な要因は、新型
コロナへの対応と部活動
指導である。後者につい
ては、年間を通して適切
な勤務時間になるよう努
力していきたい。また、
削減できる校務がない
か、見直しをかけていき
たい。

令和４年度　自己評価計画書（中間評価）


